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新潟市内野 における伝統音楽の 発展と創造

森 下 修 次 ・ 松 浦 良 治

I . は じめに

我 々 は , 先太鼓 の 調査
' l '

を 皮切り に内野ま つ り -

の 積極的な参加
,
盆踊り の 復興

( 2 r

な どに 関わ っ て き

た ｡ こ れらは ともすれば忘れ て しま い が ちな郷土 の

文化を考 え , 記録 に残 し, さ らに は地元 の 教育活動

にも利用す るなど意義の ある もの だと考え て い る o

こ れら の 研究調査は今も継続 して行 っ て い る ｡ 他方 ,

地域 の 文化 の 発展を考え た ときに[ii一統 を守 るだけ で

よい の かと い う 疑問も生ず る ｡ 町 の 発展 , 文化 の 発

達を考えれば , 新 しい 創造 が あ っ て しか る べ きだと

思われる ｡ 今回 ,
い わゆ る民謡を土台に した新 曲の

創作とい う ,
い わば従来 の 音楽様式をふ まえ なが ら

新 しい 地域 の 音楽を創造 して い く ,
し か も趣味 の 範

[#1 で 終わらす の で は なくあくま で プ ロ の 音楽家と し

て の 創作作業過程に 関わ る こ とが で きた ｡ そ れ らを

適 して , 地域 におけ る創造性とはイロI な の か 考察を試

み た い 1

2 . 日本の各地域の伝統音楽分野での創造

fiL 代c') I
_

1

'

;･ 楽 oj 創作は , 多 くは て ス メ ナ ( p,
'

を 佐一,

て 普及す る こ とが 多い とJ
[
i
7
,わ れ る ｡ そ の た め東京や

大阪な ど 人郁rl J' に 繁中する ことは や むを行ない こ と

で あ
一

' た 1 し か しなが 仁) , 琉 球 f
I
L

L
'

]
J･ 楽 や揮軽 ÷昧線に

み る ように伝統を守 り地域密着 の 音楽 で ありな がら ,

全国あ る い は 世界に 向け て 発信 して い る 音楽 も多い ｡

琉球吉葉や 津軽~ 三味線は ,
ロ ッ クなど日 本の 伝統音

楽とは 異な っ た 芹発との 融 合など新 しい 試み もされ ,

て ス コ ミ に取 り 卜げ られ てますます党旗 して い くと

思われ るL, 静 岡に 本部の あ る ｢ 鬼人鼓座｣ の ように ,

新約 県t
!
,
:

. 渡を発作
の 地と しな が らtH: 非的に柱r! され

2 0 0 3 . 1 2 . 1
J

乏J甲

る音楽創造集団と して 発展 した もの も存在す る ｡ こ

れら の 音楽 は既 に伝統音楽の 枠を越 え , 創造を通 し

て 次世代 - の 音楽を築き つ つ あると言 っ て よ い で あ

ろ う｡

3 . 内野地区の伝統音楽分野 での活動

新潟 市内野地区 の 音楽活動は て ス コ ミ に派手に取

り 上げられ る こと ば少なく ,
地道 に行われ て い る( ｡

祭礼や盆踊 りの 音楽も伝 承されて い るが ,
民謡など

の 活動も盛ん で ある o 例 えば , 内野民謡協 会主催 に

よる ｢ 唄と踊 りの 祭典
-

秋 の 民謡ま つ り｣ は毎年催

され て い る ｡ F i g l は2 0 0 3 年 の プ ロ グ ラ ム
■こ3 )

表 紙 で

ある ｡ 1 0 団体3 3 演 目が 約 4 時間にわた っ て 演 じられ

F i g . 1 内野民謡協会主催 ｢秋の民謡ま つ り｣

プロ グラム 表紙
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た ｡ 演 目内 科ま ｢ 内野小[I,L]lJ ｢ 新潟音頭｣ ｢ 告
J

i ;
I

.
甚句
_
｣

など地 元を主題 に した作(il
7

] が 多い が , 東京音頭など

他地域 の 民謡も取 り 上げられて い る ,
J
こ れ ら の 活動

は あくま で 同好会と して 行われて お り ,
出演 者の 年

齢構成 も老若男女様 々 で あ るL,

4 . 内野地区の プロ
( 4 )
と L て音楽活動例

内野地区を拠 ノ亡IJl と し て ブ ロ の 音楽活動 を して い る

高大鳳
5 .

は 秋田 県生まれ で ,
上京 の 後, 1 96 8 年 か ら

新潟 Efir勺即地【メニ内 o) 高山にfj-:i,i
-
;･ を走め 現在に至 っ て

い る.
へ 鳥人間は も っ ばら作詞家 ,

7 ロ デ : ]
. -
サ と し

て活動 して い る :
つ 現在は 高 大周音楽事跡 1jf･ を自宅に

設け て い る ｡ なお, 高大周 の 現/i
:

.
ま で にう,; る簡 単な

障暦 はT a bl e l の とおり で あ る.｡

高 大闇は 内野に 住JFi
7

-を定め て 山 水, 大民謡流 しや

秋のf( 謡流 し の 開催, r勺野民謡協会の 設 立など, 内

野地 区に おけ る重要な民謡行事 に関係 して きた ｡
同

時に 自身も作詞 ,
プ ロ デ ュ ー ス を通 して音楽活動を

行 っ て きた ｢

,

T a bl e l 高大周の 民謡歴

午 読 で き ご と

19 3 9 年 0 歳
l
秋 田 県平鹿郡増田町に 生まれ る○

19 5 5 年 15 歳 中学校卒業
,
上京

19 6 8 年 2 9 歳 新潟市高山に定住

1 9 6 9 年 3 0 歳 民謡三 日月 会を結成

19 6 9 年 3 0 歳 内野民謡協会を立ち上げに 加わる

19 7 0 年 3 1 歳 内野祭大民謡流 しの 形態を確立に尽力○

1 9 7 3 年 3 4 歳 第 1 回 ｢ 秋 の 民謡ま つ り｣ 開催○

2 0 0 0 年 6 1 歳
寸
､

い ち条 しんや ( 高大周) 作詞の ｢ 成瀬の とも向窓 / さわらび の 宿J が ク ラ

ウ ソ レ コ ー ドか ら発売され る ( T P - 66 8) 〇

2 0 0 0 年 6 1 歳
一

条信也音楽事務所設立

2 0 0 2 年 6 3 歳 芸名を高大周に 改め る ○ 同時に事務所も高大同音楽事務所 に名称変 更

2 0 0 3 年 6 4 歳 ｢ 内野ふ る 里音頭｣ 等 の 制作に 人る○

5 . 高大周の 現在の活動

高大周が行 っ て い る現在の 活動は次の 通り で ある ｡

① ｢ 新川太鼓｣ の創作と演奏

② ｢ 新潟音頭｣ の リ メ ー ク と制作

⑨ ｢ 内野J;1 る 里 音頭｣ , ｢ 新潟繁 昌節｣ の 創作

と制作

新川
■ 5 ■

は 西川流域 の 洪水防止と排水 の た め に掘 削

された 内野地区内を流れる 人工 河川で ある ｡ 1 8 1 7 年

に掘削を開始 し実際に 通水した の は1 8 2 0 年と言われ

て い る ｡ した が っ て 新川太鼓が 世に 出る の は1 8 1 7 年

以降と言う こ とに なる 〔 企画
･ プ ロ デ ュ ー ス : 高大

周, 作曲 : 永島鼓 山に よる新作 音楽で あ る｡ こ の 曲

は新川掘削 の 歴史に思い を馳せ て 創作された とい う

こと で ある o -一一人の 奏 者が 3 台 の 異な っ た 太鼓 ( ち

側に締太鼓
,
中央に 大太鼓

, 右側に 中丸太鼓) を
′

受

け持 ち 5 人 - 7 人 で 演奏す る編成 に な っ て い る ｡

2 0 0 3 年 9 月13 日
,
内野ま つ り ｢ 人蛇 謡流 し｣ の 直前

に 内野四
､

ソ角 で 初演された ｡ 太鼓 の 演 奏指導は作 曲

者の 永島によ っ て 行われ, ′J ､ 学
_
/

i･'.
の グ ル ープと大学

/

_
1二の グ ル ープ で 各々 演奏された ( F i g 2

- 3 )
L, なお ,

大局甘藷LJ ( 小雨 決行)
集 合･- tF葎 6 時 3 0 分 花火打上rプ
開 始- 午後7 時
緯 了･.･午後9 時

新川太鼓堆未
開 姶 - 午後 6 時 4 0 分

会 場
- 四ツ角

消防コミユ = ティパ ー ク

( はLJ こ+ bE * 件JI 等)
午後1 2 時 3 0 分 - 午後 1 時 3 0 分
西地区事務所駐車場

Jl シドフ = ステイJl ル
J R 内野駅前 午後l 時 3 0 分

く雨天の場合) J R 内野脈 午後 2 時
｢ 内 野 小 学 校 プ ラ コ /T ン ド 日本 文 理 高 等 学 校 プ ラ ス /てン ド

内 野 中 学 校
7

7
-
,

31I 7;
T

J [ ≡
月

書
高

言
掌

警
7

言
ユ

尖
ン

妄

町内山車引退し
午後5 時 3 0 分 - 午後 9 暗

み こLJ 漢書l
午後4 時 3 0 分 - 午後 7 時 3 0 分

F i g . 2 内野まつ リチ ラシの 一 部
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Fi g . 3 新川太鼓路上パ 7 オ -

マ ン ス

松浦は こ の とき篠 笛で 演奏に加わ っ た ｡ そ の 後第3 1

回軟 の 民謡ま つ り ( 内野 ′ト学校体育館) で も披露さ

れた ( Fi g 4 ) ｡ 楽譜
( 7 '

をFi g . 5 に 示す ｡

｢ 新潟音頭｣ は 元 々 19 5 4 年, 作詞 : 野村俊夫, 作

曲 : 上 原げん と , 歌 : 神楽坂 はん 子によ るもの で ,

に い ず

島fT 千代丁一の 歌に よる ｢ 四 季 の 新津｣ の B 面 に収録

された もの で ある｡ 歌謡曲風の 編曲で あ っ た ｡ 19 7 1

年永島鼓山が樽を使 っ て ア レ ン ジ し, 1 9 74 年 二 塀際

芙が 三味線を加 え て ア レ ン ジす るが あま り大衆受 け

す る こ となく ば っ と しなか っ た o 20 0 1 年 I) メ ー ク し

て 再度録音す る こ とに なり, 鳥人周作詞に よ り新 し

い ｢
一
新潟音頭｣ と し て 作 り直された ｡ な る べ く原曲

3 3 9

の
J

右脚気を尊重 し民謡調 で編曲 し, 発売を目指す こ

とに な っ た ｡ なお , 著作権に つ い て は 同年承諾を得

て い る ｡

｢ 内野ふ る 里音頭｣ , ｢ 新潟繁 昌節｣ は作詞 : 高大

局
,
作 曲 : 三 原防実に よる新作 で ある ｡ こ れら の 曲

を創作す るに あた り 高大問 は 次 の よう に述 べ て い

る
8.
o

｢ 昔なが らの 郷 土の うた 音楽も勿論大事な事で は

あ りますが ,
それ に加え て , 郷土 に暮らす 人たちの

た め
,
又郷 土に帰 っ てく る 人達の た め 心 に ひびく ふ

る里 の うた や 踊り を発掘また 創作 し, それ で 触れる

天象が-
一

時 で も心 に喜びを感 じた り ,
ふ る里 の 良さ

を再認識 して い た だきた い の が 念願 で あり我 々 の は

げみ に した い の で す ｡ ｣

｢ 内野ふ る里音頭｣ , ｢ 新潟繁昌節｣ は デ モ テ - フ

作成 の ため 20 0 3 年 6 月2 6 日 に新潟大学教育人間科学

部 合唱 ホ
ー

ル
し 9 .

で 録音を行 っ た ｡ 録音 メ ン バ ーは太

読 : 永島鼓山 ,
三 味線 : 三原勝美 ･ 丸山幸子 , 歌 :

･卜林 1
'

ッ 子
･

本間美笑子
･

景山利恵子, 篠笛 : 松浦 ,

録 音 : 森下 で 行われた .
二) なお , そ の 後 二 原障美が 死

i- した た め , 以後 の 出演
･

録 割 こ は ′J ＼林真由美が担

当す るよう に な っ た ｡ 同年 8 月 5 日 に新潟市役所西

地 区支所駐 車場 で 催された 西新潟商丁 会主催盆踊 り

大会で ゲ ス ト出演 し観客に ア ピ - ル を試み た ( F i g .

6 ) ｡ 同年1 0 月3 0 日 に は 新潟大学教育 人間科学 部 合

唱 ホー ル で本格的な録音を試みた ( Fi g . 7
,
Fi g . 8 ) ｡

F i g . 4 新川太鼓 (民謡ま つ り)
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新川太鼓 永島鼓山 作曲
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ヤ ァ - >

※ ( イ) - ( - ) の s ol o はF[rB 番が 入 れ 替わ っ て も省略 して も良い o

原則と して そ れぞ れ 2 度演 奏す る こ と ｡

( 卜) の 箇所は実際の 演奏に お い て 永島が即 興で 演じて い た .｡)
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F i g . 6 西新潟商工会主催盆踊り大会での演奏 Fi g . 7 ｢ 新潟繁昌節｣ の録音風景 1

Fi g . 8 ｢ 新潟繁昌節｣ の 録音風景 2

1 1 月 3 日 の 秋 の民謡ま つ り におい て民謡大周会と し

て ｢ 新川太鼓｣ とと もに 出演を果た した ｡ それら の

曲の 楽譜をF ig . 9 - 1 1 に 示す ｡

6 . 考察

こ れらの 活動は新潟IfJ' の 中心 街か ら離れた 内野 で

子j̀ われた ことに意義が ある ｡ 音楽活動をは じめとす

る プ ロ と し て の 芸術活動は ,

パ ト ロ ン や 代価を払 っ

て くれる客が い て こ そ 成り立 つ ｡ そ の た め , 人工 襟

度の 高い 地域の 方が 展開には 有利で ある ｡ 内野地[メェ

は京都に ある ような他を作 例するfLこ統 文化があ るわ

け で は なく , ま た 県日
二

所在地とは い え 小心地か ら外

れ て い る ｡ こ の 3 0 年 ほ ど の 問に 新潟大学をは じめ と

す るい く つ か の 人草や 高校が 内野地lメニに 設~.
i

/-
. あ る

い

は移転 した こ とか ら 文教地区と して は 発展 した とい

え るが
, そ の こ とが地域 の~文化的 発寅に寄 tj- す る と

は 断 言は で きない
川

,
､ そ んな中で プ ロ の 活動を して

い く こと , すなわち†-L 蛇がそ の 価値を認め代価を払

う こ とは , tl三民が ウ ロ の 活動に 関心 を持 ち
,

~文化的

に 共鳴して い るか E) で きるに 他ならない ｡ こ の よう

な例で 攻功例は最近 の 例だとサ ､

ソ カ - J I) - グの ア

ル ビ レ ＼

ソ ク ス 新潟
■1 ' '

に 当 て はま る.｡
フ ロ ス ポ - ツ 不

仁の 地とい われた新潟 にJ リー グ の チー ム を[
/

ド) て
,

観客を動員出来るに至 っ た の は , 新潟市民に サ ッ カー

の 面白さを伝 え
,
ス タ ジ ア ム にわ ざわ ざ足を運ぶ こ

とが どん なに楽 し い こ とか を分か る ように し
,
同時

に観客に 意識 の 変化をもた らすように した か ら で あ

る .｡
ス タ ジ 7 ム で 他 の 観客と 一休に なり1JL:援 す る快

感は 来た 者で ない と分か らない .｡ そ れとIrl] じ ことが

青葉 にもい え る ｡

高大周 の 戦略は Fi g . 1 2 に ように な っ て い る と考え

られる′｡ 今年度の 活動が デ モ テ ー プ の 作成や 素人の

民謡 人会に無償で[f 備 して 存在を ア ピー ル した の も ,
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作詞 高 大周
作曲 上 原げんと

編曲 三原勝美

ノヽ ア
ー わ し が に い が た ア リ ヤ サ ノ サ わ し が

に い が た じ ま ん じや - な い - - が に ひ や く ご じ ゆ ま ん の

ど っ こ い お お じ ょ た い ほ ん に す み よ い よ い と こ ろ み ん な

い ち ど で す く と -

こ ろ す く と こ ろ

F i g . 9
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内野ふ る里音頭
作詞 高 大周
作曲 三 原勝美

は -

る の お ら
-

が の

じ ま ん を
-

い え - -

ば ま つ の み ど り に し ん か わ ざ く ら

だ れ が ひ く や ら しや み の
-

お - r ゆ れ る か わ
-

ア ソ レ ソ レ

も の - ボ ン ポ リ と し の ぶ む か し の よ つ で あ
ー

＼

-__-
/

み
-

サ ー - サ ー -

う た お
-

よ
-

お ど ろ - - - よ

ふ る さ と お ん ど で
-

す こ や - か 一 に

F i g . 1 0
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こ し が さ - か - え

で ふ ね
-

い り ふ ね エ エ た か哉 n ＼ が
-

た

エ ン ヤ コ ラ エ ン ヤ コ ラ エ ン ヤ ラ コ ラ ー エ ンヤ テナッ サら ぶ
-

ね

後奏 ( 三 味線 ･ 篠笛)

F i g . l l
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デ モ テ ー プ の 作 成 -

｣

盆踊り大会などで演奏 -

｣

レ コ - デ ー ン グ - マ ス コ ミ に 7 ビ ー ル な

メ ジ ャ ー レ コ
ー ドか ら

発売 ( 自費L
Fi-i 版)

｣

ど ?

舞踊教室な ど関係機関

に配り 曲を振 り 付け等

して もらうなど

なる べ く 多くの 人 々 に

曲を知 つ て もらう〇

関係楼関に 売り込む ?

F i g . 1 2 創作曲の売り込み戦略

創作 した曲を知 っ て 欲 しい から で ある o 次 の ス テ ッ

プ は 大手 レ コ ー ド会社か ら発売 で ある ｡ 自費出版に

なる可能性が 強い が 民謡会は レー ベ ル が も の を い う

世界で あり , 今後 の 展開の た め , 投資す る ことにな っ

て い る ｡

高大周 の 戦略 は始ま っ たばか り で 今後どの ように

展開す るか は 分からない ｡ 彼自身 の 考え る ｢ 郷上に

暮らす 人た ちの ため ,
又郷土に帰 っ て くる 人達の う

た｣ の創造の ためには地元で の息 の長い 活動とメジ i 7 -

デ ビ ュ の どちらが得策だろうか ｡ プ ロ の 音楽家と し

て は より多く の 収入 が 多い 方が 良い に違 い ない ｡ も

しそ うな っ た とき でも
,
地元 の活動とメ ジ ャ ーデ ビ ュ

を両立させ る , すなわち内野の 地元 の 人間に 支え ら

れ批判され, そ れが よりよ い作品 の 創造 に結び つ く

の なら
, 新潟 市の 中心街か ら離れた 内野 で 行われた

こ とに意義が あるとい える ｡ 反対に 内野を離れて い

く の ならば ｢ 郷土に暮 らす人た ちの た め
,
又郷土に

帰 っ て くる 人達の うた｣ は そう で なく なる こ とを意

味す る ｡ こ れか らどう展開 して い く の か 饗 しみ で あ

ると 同時に , 注意深く 見守 っ て い く必 要が あると思

われる ｡

7 . 謝辞

高大周音楽事務所 ならびに高大周氏 には 多く の 資

料を ご提供 い た だきま した ｡ 感謝 い た します ｡

8 . 文献および注釈

(1) 伊野義博 ･ 松浦良治
･ 森 F 修 次 ｢ 祭輝子 の 教材

化試案- 内野先 太鼓の 事例か ら - ｣ 新潟 人草数

百人間 科学 部附属 教育実践 総 合セ ン タ ー紀 要

｢ 教育実践総 合研究｣ 創刊号p p . 31 -4 6 2 00 2

(2) 森下修次 ･ 松浦良治 ｢ 内野町 におけ る 盆踊 り復

活 の 試み｣ 新潟大学教育人間科学部紀要 第 5

巻第 2 号p p . 1 8 9- 19 6 2 0 03

(3) 平成15 年第3 1 回 ｢ 唄と踊 り の 祭典 事欠の 民謡ま

つ り｣ ( 内野民謡協会主催) プ ロ グ ラ ム

(4) ｢ プ ロ の 音楽家｣ の 定 義は ,
｢ 演奏およ び作 品

等の 創造 によ る収 入 により , 生計を維持 で きる

者および維持 で きる こ とを目指す老｣ と してお

く ｡ い わゆる ｢ プ ロ ｣ の 演 奏家は 日本中に ごま

ん とい るが
,
そ の 中に おい て演奏収入 の み で二上

計が 成り立 つ の はほ ん の
一

握 り で ある｡

(5) 高大周 ( 旧芸名い ち条 しんや
, 本名 : 高橋富之

助) , 1 9 3 9 年秋 田 県平鹿郡増 田町生まれ , 民謡

作詞家｡

(6) 南憲一
- r 稿 本 新潟市域 の 各地区の 概要｣

h tt p : / /
/

w w w . cit y . n ii g at a . n iig a t a .j p / i n f o /

n o u c h i/
/

d e n u ti n o . h t m

(7) 楽譜は 4 曲とも松浦 , 森下が作成 ･ 浄書 した ｡

(8) 高大周が 松浦宛 に害い た 私信 ｡

(9) こ れら の 録音は あくまで 大学との 共同研究と い

う位 置づ け で行 っ て い る L,

(10) 例 え ば内野地 区で は新潟大学 の 移転や新潟地震

が き っ か けとなり地元の 住 人とタイ プ の 異な っ

た 住人が 多数住むようにな っ た ｡ そ の こ とに よ

り
,
そ れまで 無か っ た タ イ プ の 文化, 例 えば音

楽活動で は吹奏楽や 合唱などが 盛ん に なる
一

方 ,

学校 の 配慮に よ っ て小中学
/
1 :_
が 平E] の 昼間に堂 々

と内野ま つ り に参加で きた の が , 他地域か ら移

転 してきた の 子 どもの 親 の ク レ ー ム に よりそ れ

が出来なくなり, 平 日 の祭 り の維持が難しくな っ

た などが 挙げられる ｡

(l l) 7 ル ビ レ ッ ク ス 新潟 は J l で は なく格下 の J 2

リ - グに 所属 し て い るに もか かわ らず
,
2 0 0 3 年

の観客総数が J l を含めた J l 令体 で 1 番多か っ

た ｡ 常 に 3 フ了
-

4 万人の 観
/

客を維持 で きる の は ,

ス ポ ン サ - や 地域 にばらまか れた招待券が 相
ゝL '

1

数 あるとは い え , 新潟 の 都市規模か ら考え ると

驚く べ き数1- と い え る o ちなみ に20 0 3 年 の 最終

戦 で 優勝を決め J l 昇格を果た した o


